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三國史記   와의三國遺事 比較 

1)崔 書 寧＊

目 次

序 論

天皇 形成 世界觀

古事記 死 漢字表記  

三國史記 三國遺事    

結 論

1. 序 論

古事記 天皇 古事記    

保障 古事記  

神野志隆光氏

古事記 獨自  

一元帝國主義的

世界觀

內容

禮記 死 漢字   

古事記 天皇 

漢字 地位

古事記  

朴正義 天皇 保障 古事記 日本學報 韓國日本學會を した   



古事記 天皇 皇帝 三國   

史記 三國遺事 者 漢字表記 古    

事記 天皇 皇帝 

古事記  

古事記  小學館 三國遺事  瑞文文化社 三國史記  

明文堂

2. 의 과天皇 形成 世界觀

의 아시아의 세계관1) 天皇 以前 東｢ ｣

天皇 中華思想

皇帝

冊封制度 諸國 君主

朝貢 冊封 臣下

地位

冊立

地理的 保障

自國 地位 保障

을 중심으로 하는 세계관2) 日本

天下 古代

天下 德

中略 天下 全世界 天下

神野志隆光 古事記 小學館  

崔南善 三國遺事 瑞文文化社  

金鍾權 三國史記 明文堂  

中國王朝 天下 中心 皇帝 德 天下 全 行は の であり その の は の てに きわたるべきものである、  、   、

世界觀 中略 場合 天下 全世界という は そしてこの の とは にほかならなかったのである  

神野志隆光 古事記 世界觀 吉川弘文館の  
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中華思想的世界觀 年

稻荷山 古墳 鐵劍 江田船山 古墳 太刀 大

王 治天下 倭國王 治天下

獨自 治天下 年

倭國 爵位

年 隋 煬帝 國書 冒頭

天子 書 天子、

上表文

天子 天子

思想性

天命 天子

自國 天子 國書

皇帝

天皇

天皇

天皇 帝國

古事記 朝貢國  

大帝

國 小帝國 天

皇 古事記  

의3) 天皇 號 意味｢ ｣

天皇 天 皇 天皇

存在

周王朝 官職制度 周禮 宗伯禮官之職  

祭司擔當 太宗伯

神野志隆光 古事記 世界觀 吉川弘文館の  

隋書 東夷傳 神野志隆光 古事記 世界觀の  

前揭書



昊天上帝 祭祀 漢 周 

禮 鄭玄 昊天上帝 

玄 鄭玄 昊天上帝 圜丘 圓丘 王 冬至 天

天皇大帝 昊天上帝 天皇大帝 北極星

記錄 天皇大帝 天皇 天皇 北極星

北極星 天皇 古事記 神代 根源神 最初 天御中主  

神

古事記 天之御中主神 高天  

原 神 天之御中主神 神名

天 中央 中 主 中心 宇宙 主宰 神

道敎

不動 北極星 神格化 宇宙 主宰神 昊天上帝 天皇大帝

東方世界 主宰神 天皇大帝 天之御中主神

天之御中主神 冒頭 古事記  

明示

律令體制 天皇

皇帝 冊封 體制

天皇

皇帝 天皇 天皇 德

古事記  

皇帝

秦始皇帝 皇帝

現在 保障 未來 王 古事記 天皇  

天皇 天地初發時 天皇

天皇 天地初發時 萬世一系

萬世一系  

古事記 冊封制度 天地初發時 天皇 

玄 鄭玄 謂 昊天上帝 圜丘 圓丘 王 冬至 天 祭 丘 於 祀 所 天皇大う とは のこと が に を る に いて る の。 、 。

帝 齋川眞 天皇 日本 新書なり がわかれば がわかる ちくま。   

吉井 巖 古事記 世界 日本神話必携 別冊日本國文學 學塔社の   

吉野裕子 隱 神神 講談社された  

寺田惠子 天地御中主神 古事記年報 古事記學會  

朴正義 天皇 保障 古事記 日本學報 韓國日本學會を した    
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天皇 禮 法 天皇

德 古事記  

天皇 天地初發時 未來 永劫

天皇 北極星 古事記  

古事記 死亡 漢字  

3. 에 나타난 죽음 의( )古事記 死 漢字表記  

字 天子 崩 諸侯

薨 貴人 卒 庶人 死 禮記 古事記 崩 字    

天皇 死

下記

를 사용한 경우1) 崩 字｢ ｣

歷代天皇

十代 崇神天皇 戊寅年十二月崩。

十一代 垂仁天皇 天皇 旣崩、 。

十三代 成務天皇 乙卯年三月十五日崩也。

十四代 仲哀天皇 卽擧火見者 旣崩訖、 。

十四代 帶中律日子天皇 壬戊年六月十一日崩也。

十五代 應神天皇 故 天皇崩之後、

十六代 仁德天皇 丁卯年八月十五日崩也。

十七代 履中天皇 壬申年五月三日崩。

十八代 反正天皇 丁丑年七月崩。

十九代 允恭天皇 甲午年五月十五日崩。

二十一代 雄略天皇 已巳年八月九日崩也。

二十二代 淸寧天皇 故 天皇崩後、

朴正義 上揭書

礼紀 曲礼 天子死曰崩 諸侯曰薨 大夫曰卒 士曰不祿 庶人曰死 李相玉 礼記 上 明文  

堂



二十三代 顯宗天皇 故 天皇崩 卽意富 命け、 、

二十五代 武烈天皇 天皇旣崩 無可知日續之王、 。

二十六代 繼體天皇 丁未年四月九日崩也。

二十七代 安閑天皇 乙卯年三月十三日崩。

三十代 敏達天皇 甲辰年四月六日崩。

三十一代 用明天皇 丁未年四月十五日崩。

三十二代 崇峻天皇 壬子年十一月十三日崩也。

三十三代 推古天皇 戊子年三月十五日癸丑日崩。

業績 崩

仲哀 筑紫 熊曾 神託

儀禮 神 神功皇后 新羅

急逝

仲哀天皇 天皇 神 死

表記 崩 天皇 天皇

天皇

天皇 者 崩

五瀨命

五瀨命 五 嚴 瀨 稻 威嚴 神 五瀨命

鵜葺草葺不合命 玉依毘賣命

神 神倭伊波禮毘

古命 神武天皇 天下

登美毘古 五瀨命

紀國 男之水門 五瀨命 崩

五瀨命 準

御子

御子 品陀和氣命 御子 代 應神 天皇 太子 天

皇

息長帶日賣命

權五曄 古事記中 忠南大學校出版部  

權五曄 上揭書

神野志隆光 古事記 小學館  

神野志隆光 上揭書
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仲哀天皇 皇后 息長帶日賣命 神功皇后 太子 皇后 崩

字

宇遲能和紀郎子

宇遲能和紀郎子 應神天皇 御子 大山守命

大雀命 命 應神天皇 大山守命 山

海 大雀命 食國 宇遲能

和紀郎子 天皇 大山守命

宇遲能和紀郎子 父 命

大雀命 大雀命 父

命 帝王 皇位 互讓

宇遲能和紀郎子 大雀命 仁德天皇

宇遲能和紀郎子 天皇

表現 崩

天皇 者 表記 天皇 專用語 崩

五瀨命 御子 品陀和氣命 宇遲能和紀郎子 天皇

崩 皇后 神功皇后 太子 天皇 準

崩 字

를 사용한 경우2) 死 字｢ ｣

大穴牟遲神

大穴牟遲神 須佐之男命 櫛名田比賣

國神 須佐之男命 大國

主神 大穴牟遲神 誕生 大國主神 主宰神 出雲

葦原中國 須佐之男命 須佐之男命

大刀 弓矢 須佐之男命 葦原中國

大國主神 須佐之男命 天神 國神

國神 高天原 神 地上神 天神

崩

死

權五曄 古事記中 忠南大學校出版部  

權五曄 古事記上 忠南大學校出版部  



天若日子

天神 死

大國主神 葦原中國 高天原

高天原 主宰者 天照大御神 統治

天之忍穗耳命 命 高天原

天菩比神 大國主神

天若日子

天若日子 大國主神 下照比賣 年

高天原

高天原 高御産巢日神

天若日子

天若日子 葦原中國 天神

天神

天神 死

兄宇迦斯

宇陀 兄宇迦斯 弟宇迦斯 天皇

伊波禮毘古命 八咫烏 宇迦斯

宇迦斯

天皇 宇迦斯 謀略 密告

道臣命 大久米命 宇迦斯

宇迦斯 天神

死

建波邇安王

建波邇安王 孝元 大毘古命 異母兄弟 大毘古命 崇神

天皇 伯父 高志國 山代 幣羅

神野志隆光 古事記 小學館  

前揭書 御眞木入日子 御眞木入日子 己 緖 盜 殺 後 戶はや はや が を み せむと つ よ

行 違 前 戶 行 違 窺 知 御眞木入日子い き ひ つ よ い き ひ はく らにと はや
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大毘古命 天皇 建波邇安王

大毘古命 日子國夫玖命 崇神 叔父

建波邇安王 伯父 大毘古命

建波邇安王 天神 叛逆 死

圓野比賣命

垂仁天皇 皇后 沙本毘賣命 進言 丹波 妃

容貌 醜

圓野比賣命 姉妹 容貌 醜

弟國

忍能王 伊佐比宿禰

忍能王 應神天皇 仲哀 大中津日賣命 皇子

仲哀天皇 嫡子 應神天皇

息長帶日賣命 倭

御子 皇位

香坂王 忍能王 皇子 香

坂王 忍能王 御子 皇后 太子

建振能命 息長帶日賣命

建振能命

忍能王 伊佐比宿禰

忍能王 嫡流 死

輕太子 輕大郎女

允恭天皇 輕太子 穴穗皇子 安康天皇

皇位 輕太子 同母兄妹

輕大郎女 密通 人心 穴穗皇子 安康天皇

輕太子 輕大郎女

伊餘

輕太子 穴穗皇子 安康天皇 皇位繼承

死

白日子王 都夫良意富美

神野志隆光 古事記 小學館  

權五曄 古事記下 忠南大學校出版部  



白日子王 允恭 天皇 大中津比賣命

黑日子王 大長谷王 安康天皇 皇后

大日下王 目弱王

都夫良意富美 大長谷王 兄

黑日子王 白日子王 皇子

白日子王 允

恭天皇 死

大長谷王 目弱王 都夫良意富美 都夫良意富

美 訶良比賣 大長谷王 目弱王 目弱王

須佐之男命 大穴牟遲神 大國主神

出雲 葦原中國 天皇 天神

國神 死 忍能王

者 天若日子 天神 死 天神

天神 天皇

者 死 章 古事記 

三國史記 三國遺事     

4. 와三國史記 三國遺事    

와1) 三國史記 三國遺事    

三國史記 國史書 高麗  

三國遺事 武臣政權 元  

年 民族 獨立 國體存續

三國史記  

에 나타난 죽음 의2) ( )三國史記 死 漢字表記  

三國史記 崩 薨 卒 死  

天子 崩
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湯 中國 殷 王朝 代孫 湯王

文帝 唐 太宗

唐 德宗 中國 唐 弟 代 皇帝

唐 太宗 唐 高祖 李淵 李世民 高祖 唐 王

朝 年

薨 三國史記 眞興王王妃  

王妃松氏 王妃 王 薨 東明王 朱蒙 柳花

太后于氏 太后 始祖 金首露王

金庾信 文武王

金仁文 王 薨

太子 王妃 薨 卒

卒

者

太子 眞興王 銅輪

太子 銅輪 年

舍輪 眞智王 年 銅輪

炤德王妃 聖德王 妃 炤德王后 伊 順元 承慶 代孝成王 憲

英 代 景德王 未詳 聖德王

仁謙 元聖王 惠忠太子 仁謙 元聖王 卽位 太子 冊封

年 仁謙太子

義英 義英 惠忠太子

俊邕 太子

章和夫人 興德王 妃 昭聖王 章和夫人

章和夫人 追封 定穆王后 王 妃

君臣 表 王妃 請 王 君臣

侍女

三國遺事 死 金庾信 太宗大王  



金仁文 王 薨 卒

三國史記 百濟 代王 蓋鹵王 死  

蓋鹵王 毗有王 道琳

王

死

三國史記 天子  

에 나타난 죽음 의3) ( )三國遺事 死 漢字表記  

三國遺事 崩 薨 卒 死  

王 王后 崩 字

新羅二代 南解居西干 以地皇四年甲申崩。

新羅三代 弩禮王 及弩禮王崩 以光虎帝。

新羅四代 脫解王 在位二十三年 建初四年己卯崩。 。

新羅十三大 未鄒王 在位二十三年 而崩。

新羅二十五代 舍輪王 是年 王見廢而崩

新羅二十七代 善德女王 至其月日王果崩

新羅二十九代 太宗大王 龍朔元年辛酉崩 壽五十 九歲。 。 。

新羅三十代 文武王 大王御國二十一年 以永隆二年辛巳崩。 。

新羅三十五代 景德王 至八歲王崩 太子卽位。 。

新羅三十七代 宣德王 未幾宣德王崩。

新羅四十七代 憲安大王 翌日王崩 郞奉遺詔卽位。 。

新羅四十八代 景文大王 王崩 諡曰景文。 。

新羅五十六代 金傅大王 太平興國三年戊寅崩。

百濟六代 仇首王 又沙沸王 一作沙伊王 仇首崩。 。

駕洛國二代 居登王 嘉平五年癸酉九月十七日崩。

駕洛國三代 麻品王 永平元年辛亥一月二十九日崩。

駕洛國四代 居叱彌王 永和二年丙午七月八日崩。

駕洛國五代 伊尸品王 義凞三年丁未四月十日崩。

駕洛國六代 坐知王 永初二年辛酉五月十二日崩。
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駕洛國七代 吹希王 元嘉二十八年辛卯二月三日崩。

駕洛國八代 銍知王 永明十年壬申十月四日崩。

駕洛國九代 紺知王 正光二年辛丑四月七日崩。

隋煬帝 中國 隋 王 帝崩後生於高麗。

新羅三十五代 景德大王 欲鑄巨鐘一口 未就而崩。 。

新羅三十二代 孝昭王 時年十六 長安二年壬寅崩。 。

新羅三十一代 神文王 及神文王崩孝昭卽位。

王后 駕洛國 始祖 首露 王后 靈帝中平六年已巳三月一日后崩。

北扶余 王 夫婁 新羅二代 南解王 新羅二十八代 眞德王 扶余州王  

禮記 天子 崩 薨 

三國遺事 王 南解王 崩  

薨 代 眞德王

崩 薨

王 卒 百濟

義慈王 武王 元子 孝

淫亂 酒色 三國遺 

事 天子 崩 

薨 卒 三國遺事 始祖 天帝  

天子 天子 中國 天

下 君主 三國遺事 韓半  

島 全世界 三國遺事  

天帝

5. 結 論

漢字 禮記 明示 天子 崩 諸  

侯 薨 貴人 卒 庶人 死 天子 稱號 一元帝國主義的世界

觀 天下 統治 者 天子

一元帝國主義的世界觀 近代 大英帝國 帝國 帝國 大日本



古事記 三國遺事 王 崩    

古事記 天皇 崩  

死

天皇 以外 太子 皇后 崩

天皇 待遇 天皇 天皇

崩 天皇

大國主神 天神 者

天神 國神 崩

天皇 天神 天神

死

天皇 業績 天皇 天皇

天神 天皇 者

漢字表記 死 古事記 天皇 保障  

三國史記 崩 王 湯王 唐 太宗 文帝 唐 德宗  

薨

王妃 薨 卒 卒 太子 王妃

者  

三國遺事 死 金庾信 新羅 太宗大王 金仁文 

王 薨 卒

三國史記 代 王 蓋鹵王 死  

地位 天皇 天皇

古事記 死  

三國遺事 王 王后 漢字表記  

崩 字 古事記 夫婁 南解王 眞德王 扶餘州王  

薨 百濟 義慈王 卒

古事記 天皇 崩 三國遺事 崩    

古事記 天皇 天子  天皇

帝國 多元的 帝國 存在 世界 帝國 唯一 中

國 中國 屬國 世界觀 意味 多元的 一元

的 朴正義 日本神話 世界觀 変遷 日本文化學報における の   

韓國日本文化學會
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崩 三國遺事 始祖 天帝  天

子 同格 天子 天下 君主

三國遺事  

天帝 子

三國遺事 三國史記    

古事記 天皇 世  

界不動 天皇 天子 位置

古事記 天皇  崩

漢字 代 代天皇 代 代天皇

天皇

崩 割注

崩
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吉井 巖 古事記 世界 日本神話必携 別冊日本國文學 學塔社の

吉野裕子 隱 神神 講談社された  



崔 書 寧 ···························································································· 에 있어서 의古事記 死 漢字表記  

要 旨

人 死 時 使用 漢字 種類 人 地位 一般的 判斷が んだ される の によってその の を に できる つまり、 。 、

天子 崩 諸侯 薨 貴人 卒 庶人 死 死 漢字表記 崩 薨 卒 死 段階 區別と の を の で、 、 、 、

している。

崩 使用 天子 称号 天下 統治 者 使用ここで を する の は を する だけに する また このような、 。 、

天子 世界 中心 中國 唯一人 存在 天子 使は の である に だけ する に。 崩 古事記う が ではどのよ  

使 死 漢字 古事記 使うに われてきたか つまり の が においてどのように われたかによっ、   天て、

皇 位置 明の が らかになる。

三國史記 中國 歷代 王 崩 使 韓半島 歷代王 王妃 太后 薨では の の だけに を って の と には  、 、

使 特異 点を い な と、 新羅 將軍 金庾信 金仁文 業績 重要視 王 同しては の の と にもその を して と じ、 薨

使を った 業績 成 遂 早 死 太子 王妃 卒 使 百こと また を し げられなくて く んでしまった や は を い。 、 、

濟 代王 蓋鹵王 死 使 一度天皇 奉 最後 天皇の にも を っている これは として られると まで とし。 、

待遇 古事記 違 地位 業績 死 表記 區別 言て した とは って その よりも によって に を したと える  、 。

次 三國遺事 歷代 王 王后 死 漢字 表記 於 崩 字 使 点 古に では の と の の の に いて という を った は   

事記 同 王 北扶余 王 夫婁 新羅二代 南解王 新羅二十八代と じであったが であっても の の と の の 、

眞德王 扶余州王 死 薨 使 百濟 義慈王 卒 使 点 見 三國遺事の に を い の に を った から ると も、 、  

三國史記 同 地位 業績 重要視 死 表記 區別 推測と じく よりもその を して の を したと できる  、 。

反 古事記 歷代 天皇 死 對 崩 使 原則これに して では の の に して を っていることを とするの、  

三國遺事 同 以外 死 死 表 普通 天皇は と じであるが それ の は で すのが である しかも になる  、 。

業績 關係 最後 天皇 待遇 天皇以外 太子 皇后 天皇 同とその に なく まで として し なお にも と にも と、

待遇 天神 天皇 通 天神 天皇 對立 者じ をした また あまつかみ であっても に じる また に する。 、

業績 死 漢字 表記 死 使用は その がたとえすぐれていてもすべて の の において を している これ、 。

考 古事記 天皇 絶對的 存在 天下 支配 保障を えると は を な すなわち を とするものとして した  、 、

言と える。

: 崩 薨 死 古事記 三國史記 三國遺事キーワード 、 、 、 、 、
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